
　

社
会
を
取

り
巻
く
情
勢

の
変
化
に
伴

い
、

町

や

地

域
が
抱
え
る

課

題

や
、

町

民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
町
行
政
に
課
せ
ら
れ

た
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
命
題
の
実
現
に
向
け
て

は
、
今
の
宇
美
町
の
現
状
や
、
求
め

ら
れ
る
将
来
像
を
し
っ
か
り
見
据
え

て
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

特
に
、
町
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

は
、
以
下
に
示
し
て
い
る
と
お
り
、

拍
車
が
か
か
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
や
道
路
整
備
、
教
育
・
保
育
な

ど
の
充
実
等
々
、
喫
緊
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

町
の
発
展
に
向
け
て
大
き
な
過
渡
期

を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
平
成

29
年
度
～
平
成
32
年
度
を
計
画
期
間

と
し
て
「
宇
美
町
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
厳
し
さ
も
あ
る
一
方
で
、

当
町
は
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
（
平

成
32
年
）
と
い
う
長
い
歴
史
や
、
素
晴

ら
し
い
文
化
、
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て

何
よ
り
も
町
を
愛
す
る
住
民
の
皆
さ

ま
の
想
い
な
ど
、
他
に
誇
る
こ
と
の

で
き
る
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
備
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
い
っ
た
町

の
特
色
を
も
っ
と
前
面
に
打
ち
出
し

な
が
ら
、
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の

住
民
福
祉
を
実
現
」
す
る
『
行
財
政

改
革
』
の
推
進
を
目
指
し
て
、
宇
美

町
だ
か
ら
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

町
の
人
口
は
、
国
勢
調
査
で
の
推

移
を
み
る
と
、
平
成
17
年
～
平
成
22
年

に
か
け
て
増
加
傾
向
か
ら
減
少
に
転

じ
、
平
成
27
年
に
か
け
て
も
６
６
５
人

の
減
と
、
引
き
続
き
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

人
口
の
構
成
を
み
る
と
、
年
少
人
口

比
率（
15
歳
未
満
）
は
平
成
７
年
～
平

成
17
年
に
か
け
て
減
少
し
、
そ
の
後
は

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
年
人
口
比
率（
65
歳
以
上
）
は
増
加

傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
労
働

力
の
減
少
や
地
域
活
力
の
低
下
、
社
会

保
障
費
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
全
国

的
に
道
路
や
橋
り
ょ
う
、
公
共
施
設

な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
、

経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
社

会
資
本
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

大
規
模
改
修
や
建
替
（
更
新
）
を
す

る
時
期
を
迎
え
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
公
共
施
設
な
ど

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
と
な
る

「
宇
美
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

社
会
資
本
の
あ
り
方
も
含
め
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て

は
平
成
24
年
度
を
除
い
て
、
毎
年
収

支
不
足
に
よ
る
基
金
の
取
崩
し
を

行
っ
て
予
算
編
成
を
し
て
い
る
慢
性

的
な
財
源
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
歳
入
面
で
は
ピ
ー

ク
時
（
平
成
12
年
度
）
に
36
億
円
超

交
付
さ
れ
て
い
た
地
方
交
付
税
が
平

成
28
年
度
に
は
26
億
円
を
下
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
歳
出
面

に
お
い
て
は
、
平
成
15
年
度
の
支
出

約
６
．
４
億
円
だ
っ
た
扶
助
費
が
平

成
28
年
度
に
は
、
21
億
円
を
超
え
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

●問い合わせ　政策経営課 政策推進係　☎ 934-2247

「宇美町財政改革推進プラン」を策定し、
『行財政改革』を推進します！！ 

～いつまでも住み続けたいと思えるふるさとを守り、未来の世代に引き継いでいくために～

　　

計
画
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）・
実
施
（
Ｄ
ｏ
）・

評
価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）
・
改
善
（
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
推
進
し
、
事
務
事
業
評
価
を

活
用
し
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
の
測
定

や
優
先
度
の
判
定
を
行
い
、
事
業
の
廃

止
や
再
構
築
を
含
め
た
事
務
事
業
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
（
な
お
、
平
成
28
年
度
は
７
月

～
10
月
に
か
け
て
、
先
行
し
て
担
当
部

署
へ
の
事
務
事
業
評
価
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
そ

の
内
容
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
）

【
町
税
の
確
保
対
策
（
債
権
管
理
・
収

納
管
理
）
の
強
化
】

　

収
納
体
制
の
強
化
お
よ
び
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
債
権
管
理
・
収
納
管
理
を

強
化
し
、
収
納
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

　

よ
り
多
く
の
方
に
宇
美
町
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
平
成
28
年
10

月
か
ら
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
方
法
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
方
へ
の
お
礼
と
し
て
、
町
内

事
業
者
の
「
自
慢
の
品
」
を
多
数
準
備

し
、
ま
た
、
寄
附
を
よ
り
便
利
で
簡
単

に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

や
コ
ン
ビ
ニ
決
済
も
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

業
務
の
更
な
る
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
職
員
の
勤
務
管
理
お
よ
び
定
員
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
で
総
人
件
費

を
抑
制
し
ま
す
。

※
上
記
の
内
容
に
加
え
、
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
の
抑

　

制
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り

　

ま
す
。

宇
美
町
の
課
題
は
？

⑴ 

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
、
社
会
保
障
費
が
増
大

し
て
い
ま
す
。

⑵ 

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

⑶ 

財
政
状
況
に
つ
い
て

宇
美
町
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
（
平
成
29
年
度
～
平
成

32
年
度
）の
主
な
内
容
は
？

⑴ 

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

⑵ 

収
入
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

⑶
人
件
費
を
抑
制
し
ま
す
。
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積立基金残高（単位：百万円）

平成24年度末 平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末

事務事業名 見直しの内容 担当課等名 電話番号

口座振替済通知書の送付

口座振替完了の通知を全税目送付していましたが、

平成 29 年度から車検用の証明が必要となる軽自動車

税のみの送付としました。

税務課

（収納対策係）

９３４-２２６９

（直通）

自動交付機
リース期間満了に併せて、平成 29 年 12 月末をもっ

て設置を終了します。

住民課

（住民係）

９３２-１１１１

（代表）

在宅酸素濃縮器使用に対する電気

料金助成事業

近隣市町の実施状況を踏まえ、平成 28 年度末をもっ

て事業を終了しました。

福祉課

（福祉係）

９３４-２２７８

（直通）

はり・きゅう施術費助成金
利用者および町内施術者の状況を踏まえ、平成 28 年

度末をもって事業を終了しました。

福祉課

（高齢者支援係）

９３４-２２４３

（直通）

高齢者に対する福祉タクシー事業
近隣市町の実施状況を踏まえ、平成 28 年度末をもっ

て事業を終了しました。

福祉課

（高齢者支援係）

９３４-２２４３

（直通）

敬老祝金
平成 29年度から対象者を満 77歳、満 88歳、満 99歳、

満100歳以上とし、祝金の額を一律10,000円としました。

福祉課

（高齢者支援係）

９３４-２２４３

（直通）

紙おむつ購入給付費
平成 29 年度から所得制限を導入し、非課税世帯を対

象とした給付へ変更することとしました。

福祉課

（高齢者支援係）

９３４-２２４３

（直通）

社会教育施設受付体制の見直し
平成 29 年度から社会教育施設受付業務を外部委託す

ることとしました。

社会教育課

（スポーツ文化振興係）

９３３-２６００

（直通）

芝生整備等業務の見直し

（総合スポーツ公園、原の前スポーツ公園など）

平成 29 年度から芝生管理の方法について実施回数な

どの見直しを行いました。

社会教育課

（スポーツ文化振興係）

９３３-２６００

（直通）

スポーツ施設利用助成金

（アクシオン福岡・かすやドームプール）

町内在勤者を助成対象に含めていましたが、平成 29

年度から助成対象が町内在住者のみとしました。

社会教育課

（スポーツ文化振興係）

９３３-２６００

（直通）

※平成 29 年度当初予算の内容は、 「広報うみ５月号」 に掲載予定です。

行財政改革によって生み出された財源は、 平成 29 年度以降の新規事業などに使われます。

※「（1）事務事業の見直し」に関する主な内容（平成29年度～）は以下のとおりです。
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推移 予測（社人研推計）

年齢３区分人口の推移と予測（「宇美町人口ビジョン」より）
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